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病
気
に
霊
験

清
水
の
伝
承

志
都
美
神
社
（
香
芝
市
）

莢莢

莢莢

志
都
美
神
社
の
拝
殿
‖
香
芝
市
今
泉
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
香
芝
市
今
泉
５
８
２

（
祭
神
）
天
児
屋
根
命
、
誉
田
別
命
、

中
筒
之
男
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
志
都
美
駅
か
ら
西
へ
徒
歩

約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
り

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
５
０
６
９

志
都
美
神
社
は
香
芝
市
の

武
烈
天
皇
陵
の
南
に
鎮
座

し
｢
延
喜
式
神
名
帳
｣
に
記

載
さ
れ
た
古
社

祭
神
は
天

児
屋
根
命
は
じ
め
３
柱
で

東
側
を
太
子
道
(
斑
鳩
町
〜

大
阪
府
太
子
町
の
太
子
葬
送

の
道
)
が
通
っ
て
い
ま
す

社
伝
に
よ
る
と
、
８
１
３

（
弘
仁
４
）
年
、
藤
原
氏
の

一
族
で
あ
る
片
岡
氏
が
草
創

し
た
と
さ
れ
ま
す
。
か
つ
て

は
神
仏
習
合
思
想
に
基
づ
き

境
内
に
清
水
山
明
王
院
と

い
う
真
言
宗
の
寺
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
が
、
明
治
の
神
仏

分
離
で
廃
寺
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
も
明
王
院
と
い
う

石
灯
籠
が
残
っ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
、
か
つ
て
清
水

の
湧
く
池
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
、
盲
目
の
僧
侶
が
目
を
洗

い
、
霊
験
を
得
て
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
り
｢
清
水
八
幡
宮
｣｢
シ
ズ

ヒ
メ
明
神
｣
と
も
呼
ば
れ
て

い
た
と
伝
わ
り
ま
す

今
も

境
内
の
手
水
鉢
な
ど
に
｢
清

水
八
幡
｣
の
刻
印
が
見
ら
れ

ま
す

現
在
の
本
殿
は
正
面

の
柱
間
が
三
つ
あ
る
三
間
社

流
造
で
、
江
戸
時
代
中
期

の
建
立
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
８
８
０（
明
治

）年
、

コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
と

き
、
氏
子
の
祈
願
で
当
地
か

ら
は
感
染
者
が
出
な
か
っ
た

と
い
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
た
碑
が
本
殿
背
後
の
石

垣
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
の
後
方
に
広
が
る
森

に
は
シ
イ
を
中
心
と
し
た
貴

重
な
原
始
林
が
残
っ
て
お
り

「
志
都
美
神
社
の
社
叢
」
と

し
て
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

柏
尾
信
尚
）


